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carbonic anhydrase， alkaline phosphatase， superox-
ide dismutase， alcohol dehydrogenaseなどがあり，
銅の金属酵素としては， cytochrome oxidase， super-


























亜鉛:血清車鉛は，第 1群(正常群)で120.20:!:6. 91 
μg/dl.第 2群(亜鉛過剰群)で154.83:!:6. 11.ug/dl. 



























































事してきた。平山は，平成 3年 1月，主論文 iHisto・
chemicallocalization of zinc and copper in rat ocu-























平成 3年 7月19日 長崎大学掌報 (号外第112号 65
視細胞外節に亜鉛が多いのはレチノールがこの部に
存在し，この代謝に関与しているアルコール脱水素酵
素が亜鉛を含む金属酵素であることに関係していると
考えられる。また銅の存在部位は superoxide dis-
mutaseや cytochrome oxidaseの存在部位に一致す
ることが多いので，これらの酵素が銅を含むという事
実に関係があると推測される。
研究科委員会は審査委員の報告に基づき，これを討
論に付して審議した結果，本論文は眼組織における亜
鉛と銅の局在，分布を初めて明らかにしたものであっ
て，今後の眼組織におげる亜鉛と銅の研究に基礎的知
識を提供できるもので，医学の進歩に貢献するところ
大であって，学位に値するものと認め，合格と判定し
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